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2020 No. 10老年学コミュニケーションペーパー

横浜国立大学
安藤研究室

ジェロントロジー（老年学）とは、
高齢者の生活にかかわる問題を解明し、
より良い高齢社会をデザインする科学です。
安藤研究室では、社会老年学、高齢者心理学、
人と動物の関係学を中心に
研究をしています。

gerontology

●
高
齢
者
の
運
転
は
危
な
い
?

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
起
こ
し
た
悲
惨
な
事
故

が
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
る
と
、「
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
が
増
え
て
い
る
」「
高
齢
者
の
運

転
は
危
な
い
」
と
思
う
人
が
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
報
道
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
の
事
実
は
ど

の
よ
う
な
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま

り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
が
本
当
に
増
加
し
て
い
る
の
か
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
み
ら
れ
る
事
故
の
原
因
は
何
か
な
ど

を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

高
齢
運
転
者
に
よ
る�

�

死
亡
事
故
の
特
徴

警
察
庁
が
公
表
し
て
い
る
統
計
資
料
の
中
に
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事
故
を
詳
細
に
分
析

し
た
報
告1
●

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
み
る
と
次
の

よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

① 
平
成
29
年
の
75
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
数
は

5
4
0
万
人
で
あ
り
、
10
年
前
の
平
成
19
年

と
比
較
し
て
、約
1
・
9
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

② 

75
歳
以
上
、
80
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
と
も

に
、
免
許
人
口
当
た
り
死
亡
事
故
件
数
の
推

移
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
図
1
）。

③ 

し
か
し
、
平
成
29
年
の
免
許
人
口
当
た
り
死

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
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あ
ん
ど
う
・
た
か
と
し

亡
事
故
は
、
75
歳
未
満
の
運
転
者
と
比
べ
て
、

75
歳
以
上
は
約
2
・
1
倍
、
80
歳
以
上
は
約

2
・
9
倍
高
い
水
準
に
あ
り
、
高
齢
運
転
者

ほ
ど
死
亡
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
傾
向
が
続

い
て
い
る
（
図
1
）。

④ 

75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
は
操
作
不
適
に
よ

る
事
故
が
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
が
高
い
水
準

に
あ
る
。

こ
の
分
析
か
ら
、
自
動
車
の
運
転
に
関
し
て

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
な
く
、
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
層
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
指

摘
で
き
ま
す
。

●
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題
へ
の
対
策

今
後
も
後
期
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
増
加
す

る
の
で
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
免
許
の
自
主
返
納
は
そ
の

一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
技
能
を
的
確
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕

組
み
、
高
齢
運
転
者
特
有
の
事
故
を
防
ぐ
安
全

装
備
を
搭
載
し
た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
普

及
と
高
齢
者
限
定
免
許
の
創
設
、
高
齢
者
の
移

動
を
可
能
に
す
る
自
治
体
や
事
業
者
等
に
よ
る

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
効
果
的
に
連

動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
1  

警
察
庁
交
通
局　

2
0
1
8
「
平
成
29
年
に
お
け

る
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
等
に
つ
い
て
」 

 
https://w

w
w

.npa.go.jp/toukei/koutuu48/  
H

29siboubunnseki.pdf
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図1：�高齢運転者による死亡事故件数の推移��
（免許人口10万人当たり）
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若
手
・
中
堅
社
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュー
に
み
る

多
世
代
協
業
の

展
望

●
1  

2
0
2
0
年
2
月
4
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
案
で
は
、
70
歳
ま
で
の

就
業
機
会
の
確
保
を
企
業
の
努
力
義
務
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
①
定
年
の
廃
止
、
②
定
年
の

延
長
、
③
再
雇
用
制
度
の
導
入
、
④
他
者
へ
の
再

就
職
支
援
に
加
え
、
⑤
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の

契
約
や
⑥
起
業
支
援
、
⑦
社
会
活
動
支
援
と
い
っ

た
形
で
70
歳
ま
で
収
入
が
あ
る
よ
う
、
企
業
が
資

金
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

●�「
生
涯
現
役
社
会
」に
お
け
る�

�

多
世
代
協
業

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
企
業
の
努

力
義
務
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
改
正
案1
●

が
2
0
2
0
年
2
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
の
国
会
で
成
立

す
れ
ば
、
2
0
2
1
年
4
月
に
も
施
行
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。
施
行
後
は
定
年
後
に
お
け
る
働

き
方
は
よ
り
多
様
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

幅
広
い
世
代
に
よ
る
協
業
が
身
近
に
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
製
造
系
中
小
企
業
3

社
（
神
奈
川
県
内
に
拠
点
を
持
つ
A
〜
C
社
）

に
勤
め
る
若
手
・
中
堅
社
員
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
か
ら
、
多
世
代
協
業
の
今

後
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●�「
尊
敬
す
る
存
在
」だ
が
、�

�

「
適
材
適
所
の
配
置
」が�

�

重
要
と
の
声
も

ヒ
ー
タ
ー
機
器
な
ど
を
扱
う
A
社
、
金
属
加

工
を
担
う
B
社
の
社
員
か
ら
は
、「
本
当
に
技

術
的
に
学
ぶ
こ
と
が
多
い
、
尊
敬
す
る
と
し
か

言
え
な
い
（
A
社
）」、「
全
然
引
き
出
し
の
数
が

違
う
（
B
社
）」
と
い
っ
た
、
確
か
な
技
術
や
経

験
を
持
つ
尊
敬
す
る
存
在
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
を

扱
う
C
社
か
ら
は
「
基
本
的
に
は
、
年
齢
の
差

は
関
係
な
い
」、「
適
材
適
所
で
の
人
員
配
置
が

望
ま
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

業
種
や
扱
う
商
品
の
違
い
、
所
有
す
る
ス
キ
ル

な
ど
に
よ
っ
て
、
若
手
・
中
堅
社
員
が
シ
ニ
ア

社
員
に
持
つ
印
象
も
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

●�

作
業
効
率
や
人
間
関
係
の
課
題
を��

乗
り
越
え
る
た
め
に

一
方
、「（
効
率
に
つ
い
て
は
）
正
直
、
今
は

諦
め
る
し
か
な
い
（
A
社
）」、「（
シ
ニ
ア
社
員

が
）
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
頻
度
が
少
な
い
（
A
・

B
社
）」
と
い
っ
た
作
業
効
率
の
懸
念
や
、「
経

験
が
豊
富
故
に
頑
固
（
A
社
）」、「
定
時
が
違
う

た
め
、
引
き
留
め
る
の
は
気
が
引
け
る
（
C

社
）」
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
難
し
さ
が
共
通

課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

た
だ
同
時
に
、
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
「
操
作
は
こ
う
し
た
方
が
良
い
よ

（
B
社
）」
と
い
っ
た
形
で
新
し
い
知
識
や
技
術

を
シ
ニ
ア
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
や
、「
世
代
以
前
の
話
で
、
部
署
・
営
業
所

間
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
よ
り
密
に
し
て
い
く

（
B
社
）」
と
い
っ
た
組
織
全
体
で
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
る
な
ど
、
各
自
が
シ
ニ
ア
社
員
と
上

手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
協

業
す
る
方
法
を
理
解
、
実
践
し
て
い
る
様
子
も

伺
え
ま
し
た
。

●
現
場
レ
ベル
と
の
意
見
交
換
が
不
可
欠

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
3
社
で
は
、

い
ず
れ
も
シ
ニ
ア
社
員
の
雇
用
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
社
員
レ
ベ
ル
で
も
「
業
務
を
進
め
る
上

で
必
要
な
人
材
で
あ
る
」
と
の
共
通
認
識
に
加

え
、
良
好
な
関
係
の
持
ち
方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
若
手
・

中
堅
社
員
の
多
い
職
場
で
あ
れ
ば
、
法
改
正
に

も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す

（
も
ち
ろ
ん
、
シ
ニ
ア
社
員
に
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
で
し
ょ
う
）。
一
方
で
、
新
た
に
多
世
代

協
業
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
場
合
、
や

は
り
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
導
入
で
は
な
く
、
社

員
と
の
意
見
交
換
の
機
会
や
十
分
な
理
解
を
得

る
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

生 活 の
中 の
老 年 学

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
・
研
究
員

高
橋
知
也

た
か
は
し
・
と
も
や

グループインタビューのまとめ

シニア社員に対して、効率性まで求めることは難しいケースも

これまでに培ってきた技術等にこだわるシニア社員の存在

効率性を高める新しいツールの提供がイノベーションをもたらし得る

自己開示の苦手なシニア社員に対するアプローチの工夫が鍵

若手・中堅社員とシニア社員が互いに歩み寄る意識を持つ必要性

世代以前の話として、社内の雰囲気や繋がり、配慮も重要な要素

豊富な知識や経験を持つシニア社員の存在は心強い

シニア社員からの叱咤激励やアドバイス、働く姿から刺激を受ける

シニア社員の体力や能力に合った、適材適所な人員配置も重要

作
業
効
率

能
力

人
間
関
係
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
ニ
ア
層
と
呼
ば
れ

る
世
代
が
楽
し
い
時
間
・
実
り
あ
る
時
間
を
過

ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
映
画
を
、
勝
手
に

「
終
活
映
画
」
と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
堤
幸
彦
監
督
の
『
明
日
の
記
憶
』

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
原
作
は
、
第
18
回
山
本
周

五
郎
賞
を
受
賞
し
、
2
0
0
5
年
「
本
屋
大

賞
」
の
第
2
位
と
な
っ
た
、
荻
原
浩
に
よ
る
同

名
の
長
編
小
説
で
す
。
こ
の
映
画
で
は
、
若
年

性
認
知
症
に
よ
り
急
激
に
引
退
を
迫
ら
れ
、
記

憶
も
そ
の
他
の
も
の
も
失
っ
て
い
く
男
性
の
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
失
わ
れ
て
い
く
も
の
」

と
「
残
っ
た
も
の
」。
若
年
性
認
知
症
を
患
っ
た

現
役
世
代
の
男
性
が
た
ど
っ
た
道
と
は
?

■『
明
日
の
記
憶
』

も
う
す
ぐ
50
歳
を
迎
え
る
、
広
告
代
理
店
の

営
業
部
長
・
佐
伯
雅
行
（
渡
辺
謙
）
は
、
仕
事

に
生
き
る
や
り
手
の
営
業
マ
ン
。
と
き
に
部
下

に
厳
し
く
も
人
望
あ
り
、
大
手
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
の
ビ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
件
を
獲
得
と
い

う
、
ま
さ
に
油
の
乗
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。
一

方
私
生
活
で
は
、
娘
の
結
婚
が
決
ま

り
、
も
う
す
ぐ
孫
も
生
ま
れ
る

予
定
と
、
や
や
複
雑
な
心
境
な

が
ら
も
幸
せ
な
一
人
の
男
性

で
し
た
。
で
す
が
そ
ん
な
雅

行
の
毎
日
に
、
少
し
ず
つ
異

変
が
起
こ
り
ま
す
。
酷
い
物

忘
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ミ
ス
、

ひ
ど
い
目
眩
や
幻
覚
…
…
。

日
に
日
に
ひ
ど
く
な
る
雅
行

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
べ
く
、

共
生
と
予
防
の
2
本
柱
の
も
と
、
関
係
省
庁
が

連
携
し
、
新
た
な
施
策
の
と
り
ま
と
め
に
向
け

た
検
討
を
行
う
こ
と
、
と
す
る
「
認
知
症
施
策

推
進
大
綱
」
が
、
2
0
1
9
年
6
月
に
政
府
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す1
●

。
一
方
で
、
当

事
者
か
ら
の
声
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
ま
た
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
一
般
社
団
法
人

日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

「
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
希
望
と
尊
厳
を
も
っ

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
よ
く
生

き
て
い
け
る
社
会
を
創
り
だ
し
て
い
こ
う
」
と

い
う
目
的
の
も
と
、
2
0
1
8
年
11
月
1
日
、

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」
を
表

明
し
て
い
ま
す2
●

。

当
事
者
の
歩
む
道
、
こ
こ
ろ
を
知
る
こ
と
。

今
で
は
多
く
の
情
報
が
手
に
入
り
ま
す
。
大
切

な
人
と
大
切
な
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
。
だ
れ

も
が
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
望
め
る
社
会
と
な
る

た
め
に
。
そ
の
た
め
の
礎
と
な
る
の
は
、
人
を

想
う
、
大
切
な
人
を
想
う
こ
こ
ろ
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

の
状
態
に
心
配
し
た
妻
・
枝
実
子
（
樋
口
可
南

子
）
は
、
彼
を
病
院
へ
と
連
れ
て
行
き
ま
す
。

雅
行
は
、「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
」
で
し
た
。
病
名
を
医
者
に
告
げ
ら
れ
た
雅

行
を
否
認
と
絶
望
が
襲
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
の

手
を
握
り
、
枝
実
子
は
ず
っ
と
雅
行
の
そ
ば
に

い
る
、
と
約
束
を
す
る
の
で
し
た
。

■
失
っ
て
い
く
も
の
、残
っ
た
も
の

雅
行
は
、
当
然
な
が
ら
仕
事
で
ミ
ス
を
連
発

し
、
娘
の
結
婚
式
を
終
え
た
後
、
早
期
退
職
の

道
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

人
間
関
係
も
徐
々
に
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
失
う

こ
と
の
恐
怖
、
絶
望
、
悲
哀
。
失
わ
れ
て
い
く

記
憶
を
補
う
た
め
に
、
家
電
製
品
か
ら
家
具
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
メ
モ
書
き
が
多
数
貼
ら
れ

て
い
る
家
の
中
。
そ
し
て
夫
に
代
わ
っ
て
稼
ぐ

た
め
に
仕
事
に
精
を
出
し
、
徐
々
に
成
果
を
上

げ
て
い
く
妻
・
枝
実
子
に
、
か
つ
て
仕
事
人
間

で
あ
っ
た
雅
行
は
怒
り
と
嘆
き
を
ぶ
つ
け
、
そ

し
て
捨
て
な
い
で
く
れ
と
泣
き
も
し
ま
す
。
そ

し
て
物
語
の
最
後
、
雅
行
は
ほ
と
ん
ど
の
記
憶

を
亡
く
し
ま
す
。
で
す
が
、
そ
ん
な
彼
の
中
に
、

そ
し
て
彼
の
ま
わ
り
に
残
っ
た
も
の
と
は
…
…

最
後
に
雅
行
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
手
に
残
し
た
物
、
思
い
出
、
そ
し
て
こ
こ
ろ

│
│
続
き
は
ぜ
ひ
映
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
に
つ
い
て

高
齢
者
の
約
4
人
に
1
人
が
認
知
症
あ
る
い

は
そ
の
予
備
群
と
も
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、

認
知
症
施
策
は
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

横浜国立大学大学院
環境情報学府・博士課程後期

木村由香
きむら・ゆか

『明日の記憶』
第 回10

●
1  

厚
生
労
働
省　

2
0
1
9
「
認
知
症
施
策
推
進
大

綱
」

●
2  

日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

　

2
0
1
8
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」

『
明
日
の
記
憶
』

（
公
開
：
2
0
0
6
年　

D
V
D
販
売
元
：
東
映
）

［協力］
尾上正幸〈（株）東京葬祭 取締役／

終活・エンディングノートアドバイザー／
終活映画ナビゲーター〉

山増正樹〈横浜国立大学大学院博士課程後期〉

映画の中の
老年学老年学
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日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
・
環
境
情
報
学
府
・ 

博
士
課
程
前
期
修
了

栁
澤
久
恵

や
な
ぎ
さ
わ
・
ひ
さ
え

●
1  

地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強
化
・

相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
（
地

域
力
強
化
検
討
会
）
2
0
1
7
『
地
域
力
強
化
検

討
会
最
終
と
り
ま
と
め
〜
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
〜
』 

 
https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/05-Shingikai-
12201000-Shakaiengokyokushougaihoken 
fukushibu-K

ikakuka/0000177049.pdf

●
2  

坂
口
緑　

2
0
1
5
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
系
大
学
と
は

何
か
│
市
民
大
学
の
系
譜
か
ら
見
る
『
シ
ブ
ヤ
大

学
』」『
社
会
教
育
』70(5), 44–52.

●
3  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

 
https://com

colb.jim
dofree.com

/

全
国
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ/ 

 

（
2
0
2
0
年
3
月
20
日
取
得
）

●
4  

こ
す
ぎ
の
大
学
W
E
B
サ
イ
ト 

 
https://w

w
w

.kosuginouniv.com
/ 

 

（
2
0
2
0
年
3
月
20
日
取
得
）

●
5  

栁
澤
久
恵　

2
0
1
9　

ソ
ー
シ
ャ
ル
系
大
学
に

集
う
理
由
―
都
市
で
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
条
件
―　

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
学

府
修
士
論
文
（
未
公
刊
）

●�

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る�

�

コ
ミ
ュニ
ティ
づ
く
り
に
向
け
て

国
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

住
民
同
士
で
支
え
合
う
機
能
を
強
化
し
、
公
的

機
関
と
協
働
し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
体
制

の
整
備
を
社
会
福
祉
法
に
定
め
ま
し
た1
●

。
地
域

活
動
の
担
い
手
の
固
定
化
や
高
齢
化
が
問
題
視

さ
れ
る
中
で
、
幅
広
い
世
代
の
住
民
が
、
地
域

で
支
え
合
う
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
住
民
同
士
が
気
軽
に
出
会
い
、
交
流
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
住
民
が
集
う
ソ
ー
シ
ャル
系
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

学
び
を
通
じ
て
地
域
で
交
流
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

系
大
学
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
坂
口
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
系
大
学
を
「
2
0
0
0
年
代
に

な
っ
て
定
着
し
、
都
市
住
民
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
す
る
市

民
大
学
」
と
定
義
し
ま
し
た2
●

。
ソ
ー
シ
ャ
ル
系

大
学
が
「
市
民
目
線
の
学
び
の
場
」
で
あ
る
ほ

か
に
、
孤
立
し
が
ち
な
生
活
を
変
え
た
い
と
願

う
住
民
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
き
っ

か
け
を
提
案
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
の
シ
ブ
ヤ
大
学
を
皮
切
り
に
、

様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
運
営
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

系
大
学
は
年
々
増
加
し
、
そ
の
数
は
全
国
で
80

か
所
を
超
え
ま
し
た3
●

。
多
様
な
住
民
間
の
関
係

性
を
と
り
も
つ
新
し
い
出
逢
い
と
交
流
の
場
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

●�

こ
す
ぎ
の
大
学
―
―�

�

集
ま
り
た
く
な
る
コ
ミ
ュニ
ティ

栁
澤
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
系
大
学
「
こ
す
ぎ
の

大
学4
●

」
が
都
市
型
の
新
し
い
協
働
ス
タ
イ
ル
を

持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な
い
か
と
考
え
、

住
民
が
得
ら
れ
る
効
果
と
集
う
条
件
を
調
査
し

て
い
ま
す5
●

。「
武
蔵
小
杉
でShall w

e dance?

（
第
69
回
）」
で
は
、
仕
事
帰
り
の
住
民
た
ち
が
、

社
交
ダ
ン
ス
の
お
互
い
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
ス

テ
ッ
プ
の
体
感
や
声
を
か
け
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
を
学
び
、
武
蔵
小
杉
の
生
活
に
役
立
つ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
グ

つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
」は
、知
り
合
う
き
っ

か
け
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
意
識
し
た
「
新
た
な
担
い
手
を
育
て

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
、
都
市
部
の
住
民

に
よ
り
一
層
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る

コ
ミ
ュニ
ティ
の
在
り
方

生 活 の
中 の
老 年 学

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
受
講

者
は
、
パ
パ
部
・
餃
子
部
な
ど
の
サ
ブ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
設
や
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
な
ど
、

2
次
・
3
次
の
活
動
へ
と
裾
野
を
広
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
講
者
は
、
同
じ
住
民
で
あ
る
運

営
者
た
ち
に
共
感
し
、
こ
す
ぎ
の
大
学
の
フ
ァ

ン
と
な
っ
て
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
橋
渡
し

役
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

調
査
の
結
果
、
こ
す
ぎ
の
大
学
の
受
講
者
は

「
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
地
域
や
住
民
を
知
る
」

「
選
ん
で
学
べ
る
」な
ど
の
効
果
を
得
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
住
民
交
流
に
は
、
誰
に
で
も

等
し
く
開
か
れ
た
、
自
由
度
の
高
い
「
住
民
の

主
体
性
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
得
意
な
分
野
や

で
き
そ
う
な
こ
と
を
見
出
し
て
共
感
者
と
実
践

す
る
「
地
域
活
動
の
担
い
手
」
が
育
っ
て
い
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
条
件
「
共
感
者
を
見


